



























































り、本箇所の 「東北」という方角に着目 した日蓮が、本書を 「日本国」にお
ける『法華経』の縁深き所以を闇明する未来記の一典拠として、諸遺文にし
ばしば引用していることは、周知の通りである。























れを推定し裏付けることができるのである 〔＝§ 4.参照〕。 また、諸遺文
中、最もまとまった形で 「法華翻経後記」の本文が引用されるのが、他なら
ぬ 『注法華経』なのである。
なお、日蓮の 「法華翻経後記」引用文例には、 筆者の推定する 『法華侍記』







＼ 遺文名 著作年時 ［塑寿］ STN ［僧］肇公 翻経［記］ 蘇摩（磨）
＠ 一代聖教大意 正嘉二年(1258) [37] v.1 no.10 l回 2回 1 li
＠ 守護図家論 正元元年(1259) [38] v.l no.15 2回 l回 1 @I 
＠ 後五百歳合文 文f!R元年（1260) [39] v.3 no.11 0回 l図 l回。数機時図量生、 弘長二年（1262) [ 41] v.l no.29 l回 1回 。回
＠ 南篠兵衛七郎殿御書 文永元年(1264) [43] v.l no.38 2回 l回 l回
＠ 法華宗内設例法Jfil派 文永十年（1273) [52] v.l no.116 0回 l回 4回
＠ 曾谷入道殿許御書 文永十二年(1275)[54] v.l no.170 1回 l回 l回
＠ 要文~紙 健治二年(1276) [55] 未収 1 @I l回 l回
＠ 千日尼御前御返事 弘安元年(1278) [57] v.2 no.302 0回 0回 l悶
⑩ 法法華経 未詳 未収 l回 l回 ］回
-4-
日蓮撰 『注法華経』の佐後注記説に士、Iする疑問





より新たに一書〔＝＠ 「要文隻紙」〕 が見出されたため、 【表1】に補うこと
になった。
なお、【資料1］の引用文例は、もとのテキスト 〔うち、 ＠ 「要文壁紙」、
⑩『注法華経』は写本まで〕 に立ち返って再確認を行ったものである（川。
【資料1】遺文における「法華翻経後記」の引用文例一覧（川
＠ 『一代聖教大意(15)J] 〔写本 ：日目筆保田妙本寺蔵、分類：A真蹟現存〕






















＠ 『数機時園紗（同）』〔著作地 ：伊豆伊東、分類 ：その他〕
日本国一向法華経園也。例如合衛園一向大乗也。又天竺一向小乗園 ・一向
大乗園 ・大小兼摩園有之。日本国一向大乗園。大乗中可詩法華経国也。
（再発伽論 ・肇公記・聖徳太子 ・侍教大師 ・安然等記有之）是知園者也。

















決に云 〈日本一介｜園機純一〉 等（云云）。緯迦如来 ・弥勅菩薩 ・須梨耶蘇
さんぞう りじゅうさんぞう そヲじよヲほ勺 し わじよヲ の































































『法華経』と 「日本国」〕 を関連付けていく プロセスは、＠ 『南保兵衛七郎殿
御書』（CE.1264）において、最も明確に示される制。















： ： ：：： 
唖凪→匝豆亘→巨亙ill｝・匪直三割，匝国→医百→匪週


















教開宗（建長五年（CE.1253) [37］） 前後の成立とする説と、 ②佐渡期（文
永八年（CE.1271) [50 ］） から身延期（文永十一年 （CE.1274-)[53-Dに
かけて注記されたとする説とに、 二分されており、未だ定説をみない制。
しかしながら、 （2）著作年時が確定されている諸遺文 〔＝＠→＠ 一 著作年
時順〕との対応関係、すなわち、諸遺文に引用されている 「法華翻経後記」
本文記事の同異乃至は類似の状況から、 「法華翻経後記」（『法華侍記』）の変





























記号著作年時 ③ ⑥ ＠ ⑥ 
⑦ 130 従 須利ms蘇摩梱断固融此経言 例日西圏造 園園 東北。1258 従大師須梨耶蘇摩冶園理味匿盟廊累此経言 仰1日西 国 造 園園 東北
＠ 1259 奉｛直須利!Il蘇l埜 三歳授法華経時諾云 例日凶山圏 造 園圏 東北
＠ 1260 於大師須利耶蘇摩 冶園理味園付腐党本言 例日西 囚 造 園 園 東北
＠ 1273 左手持法華経右手画鳩摩羅咽三歳授輿云 俳日西 国 遺圃園 東北
＠ 1275 左手持法華経右手圏鳩摩羅fi画 授輿云例日間 囚 造園園 東
＠ 1276 ）｜阪大師須利融姻 園付属党天言 側；日凶因遺圏園刺七
⑦ 1600 従大師須利!Il蘇摩 幅制圏付附本言 例日四 因 追圃園 刺 七
⑩ 未詳 修大仰須利！fl榔唱理味岡付属党本吉 ｛リ！；円西因遺 圏 園於東北
九書の比較資料を 【表2】のように、著作年時順に並べてみると、 ⑦ ・＠
〔＝固形〕、＠・＠ ・⑦ 〔＝固形〕、＠ ・＠ 〔＝特殊文例〕の用語がそれぞれ




この結果 〔＝ 【表2】〕の上に、著作年時が確定されている諸遺文 〔＝＠、
＠、＠、＠〕は変動せずに、幾分か流動的な要素を持つ⑩〔＝成立年代が確




記号著作年時 ③ ⑥ ⑤ ③ 
⑦ 1130 従 須利耳目蘇摩 J唱酬園周累此経言 仰日間園遺園周 東北
② 119 従 須利耶蘇摩噌理味 帰此経言。1258 従大師須梨耳l蘇摩唱断固腐累此経言 仰日西圏遺因園 東北
＠ 1259 泰｛直須利耶蘇！掌 三歳綬法華経時諾云 例日西山圏遺圏園 東北
⑩ 修大師須利耶蘇摩冶圏理味藍型付属党本言 仰日j1lij 囚遺函園於東北
＠ 1260 於大師須利耶蘇摩唱理味圏付属党本言 仰日西 囚 遺圏園東北
① 従大師須利耶蘇摩 J食圏理味甚型付帰党本言 仰日j1lij 因 遺圏塵亙東北
＠ 1276 順大師須利蘇摩樋 軍習付腐焚天言 例日西囚遺園陸週東北
③ 1333 従 須利耳r~蘇摩冶園理味 匡盟関累此経言 例日 j1lij 圏遺園周 東北
⑦ 17 従 須利耶僻唱理味 l凪此経言
＠ 1273 左手持法華経右手圏鳩摩羅什国三歳授輿云例日西囚遺圏園東北
＠ 1275 左手持法華経右手圏鳩摩尉！圏 授輿云例日西因遺圏匿亙東
【表3】の筆者推定順によって明らかになった事柄を以下にまとめてみる











I古写本 〔⑦ ；CE.1130〕の形から 今 日現行刊本の原型 （model）形成
の過渡期 〔＠・ ［＠・ ⑩］ ・＠） ; CE.1258-1260〕を経て ＝字 E現行刊本
の原形（originalform）〔＠・＠） ; CE.1260 [-1276] -1600〕が確定され
今 町現行刊本 〔⑦ ；CE.1600〕に至る。
しかも、この展開からは、現行刊本 〔＝⑦〕 にみる 「法華翻経後記」の用
語確定に、日蓮の 「法華翻経後記」引用文例が、 影響を及ぼしていることが
予測される。




























関連事項を簡略に挙げておけば、 ＠ 『法華宗内謹例法血脈（甜｝』は、 「日蓮が
佐渡で観心本尊抄を撰述するに先だって宗旨の血脈を明らかにした書（却）」
であること、そして、 ＠ 『曾谷入道殿許御書（4つ の 「述作の直接の動機は、
両氏 〔＝曾谷教信 ・太田乗明〕に対して経論章疏の蒐集を依頼するにあ
る（41）」ことである。つまり、 ＠は佐渡流罪中 （文永八年 （CE.1271）から文



















































羅什の ［闘を層でて］、三歳に授輿して云く」までが特殊文例 〔但し［ ］ 
括弧内は⑦に見出される〕として認められる。とくに左手云々右手云々と対
句を用い神々しい雰囲気を醸し出させている。




















本来ならば、 三十巻 （或いは三一巻）の 『名僧傍』 なるも、ただ、宗性に
よる抄録 〔＝序録目〕一巻（SZ.77 no.1523）のみが伝わるに過ぎなL、。
便宜上、 宗性の 「名僧侍抄（4勺（以下、『宗性録』） を賓唱の 『名僧傍』



































































































( 1 ) （田中英道 [1995]p.62) 
( 2 ) （ー 燦貞雄 ［2001]pp.5-10) 













刊 説賀新聞 「ダ・ピンチの母はアラブ人？ 指紋に中東系の特徴 伊の研究


















加えなかった。」 （山中喜八日980]p.644, p.646注 （4)) 












no.1523, no.1523-A）が存す〕＝争③慧岐 （CE.497554）撰 『［梁］高僧侍』巻
二（T.50no.2059) ＝争④房玄齢（CE.578-648）撰 『普書』巻九十五（『青書』
p.201, l.l p.221, l.5）があり、敦燈出土写本には、⑤ ［S.6631V＂］「 羅什法師





※現在までの調査により須利耶蘇摩 〔須 （梨）耶蘇 （磨）；須耶利蘇摩；須利
耶摩〕の用例 〔収録典籍の整理番号順〕は、元康撰 『肇論疏』巻中 （T.45
no.1859 p.l 75b, l.9, ll.10-11）に 2回、慧佼撰 『高僧侍』巻第二 （T.50no.2059 
p.330c, ll.14 15）に l回、僧祥撰集 『法華侍記』巻第一（T.51no.2068 p.5lc, 
1.1）にl回、巻第二（T.51no.2068 p.54b, l.8・9）に1回、 ｛曽祐撰 『Il三蔵記
築』巻第十四（T.55no.2145 p.lOOc, I. 7）に1回、智昇撰 『開元務教録」巻第
四 （T.55no.2 l54 p.514a, l.21-22）に l回、図照撰 『貞元新定締教目録」巻第
六（T.55no.2157 p.8lla, 1.12）に l回、貞慶撰 『法華開示抄』（T.56no.2195 
p.388b, 1.20）にl回、凝然述 『党網戒本疏日珠紗』（T.62no.2247 p.21c, 1.26) 
にl巨l、湛慧撰 『成l唯識論述記集成編』（T.67no.2266 p.18 l.27-28）に l回、
22-
日蓮撲 『注法華経』の佐後注記説に対する疑！日j
貞海撰 『三論玄義紗』（T.70no.2301 p.514b, 1.19）に 1Im、聞詮撰 『三論玄義
誘蒙』（T.70 no.2302 p.548a, l.3）にl岡、蓮剛撰 『定宗論』（T.74no.2369 
p.315a, l.23）に1巨l、安然撲 『教時誇論』（T75 no.23958 p.364a, 1.1）にl回、
日蓮撰 『太田締門許御書』（T84 no.2694 p.285b, 1.4）に l回、作者未詳 『維
摩疏稗1lri小序抄』（T.85no.2775 p.435c, 1.24）にl回、道液撰集 『浮名経｜胡中
稗抄』巻上（T.85no.2778 p.509c, Ll.28-29）にl回、通型述 『金剛新眼疏経｛烏
合線』巻上（SZ.25no.487 p.234c, 1.6）に 1回、行敏述 『金剛般若波羅蜜経註
議』巻上（SZ.25no.502 p. 703c, 1.5）に l回、’宝’盟述『新｛府科分六皐僧傍』巻
第一（SZ.77 no.1522 p. 76c, 1.2-3）にl回、最澄撰『内議例法相承血脈譜』
(DZ. lp.222）にl回、最澄撰 『師資相承血脈文』（DZ.5p.39）にl回、最澄撰
『天台法華宗生知妙悟決』（NB.24p.61a）にl回と、20師22部24回を確認して
いるが、「党本法華経」の付嘱が論ぜられるのは、2Si! 2部 〔＝『法華侍記』 ・
『太田蹄門許御害』〕 2回のみである。




6，園下981 園068[OJ, 129 [@J, 324 [0J, 965 [695の誤り(i)J'909 [f)]' 
2294 ［＠）］・1539［＠］，ム244 [0］，~下315 ［＠］」 （『山中索引』p.47) ［…］ 
括弧内の記号は、【表l】との対応関係を示すために、自らが付したもの。






















〔ー〕括弧内の文は、 「日蓮宗電子聖典検索ソフト ［2003］」 より取捨選択して
採用したものである。とくに、日廷の 「法華翻経後記」引用目的をも考察する
ために、若干の迫文は、引用文の前後の文節 〔＝筆者任意〕をも明記した。
(15) 0 『一代聖教大意』「【系年】正嘉二年二月十四日 （37）【窮】目附本 25紙
(1紙雨而書幻）完。保田妙本寺戴 【干lj】内 13，遺伝縮 175【註】健 1338
啓 24，扶 9，拾 320」（STN.lp.57脚註）、「＠ ［時］ ⑪」（STN.lno.10 p.68, 
ll.10-12) 
(16) f}『守護図家論』「【系年】正元元年 （38）【民蹴】18紙半身延曾存 （乾録）
【潟】平賀本 【刊】内10，遺 5，絡 220。【註】健 10，啓 21・22扶 71拾 3,
註 1，」（STN.lp.89脚註）、 「＠ ［山］ ⑨ ＠耀＝光⑪ ＠ ［諸図］ー②＠
（西） ＋天竺＠ ＠～＠慧＝恵⑨ ＠ （令） ＋企⑨J(STN.l no.15 p.128, 
l.1 14 p.129, l.l 5) 
(17) ＠） 「後五百歳合文』「【系年】文膝元年 （39）【潟】朝師本 【刊】内 27ぉ遺 7ぉ
縮 4C4【註】健 2028啓 3289拾 6， 扶 122」（STN.3p.2293脚註）、「＠ （肇公
於中印度見之）＋予⑩」（STN.3no.11 p.2294, U.3-6) 
(18) 0『数機時園紗』「【系年】弘長二年二月十日 （41）於伊東 【潟】朝師本 【刊】
内 26，遺 7“縮 424【註】健1942啓3ls拾612扶12，」（STN.lp.241脚註）、
(STN.l no.29 p.244. ll.10 12) 
(19) 0『南保兵衛七郎殿御書』「【系年】文永元年 卜二月十三日 （43）於安房 【員
~fi 】 断片11紙11所散在 【窮】 興師本完重須本門寺歳 【刊】 内 2016 遺 9 ，縮
516【註】健1816啓281扶1078拾5，」（STN.lp.319胸l註）、（STN.lno.38 p.323, 
l.12-14 -p.324, l.1-6）、(HSN.pp.123 124) 
(20) 0 『法華宗内護側法血脈』「【系年】文永十年二月十五日 （52）【窮】朝師本
【刊】外 1810遺 14， 縮 917【註】微下 16考 642」（STN.lp.671胸l註）、「＠
［三歳…東北J15字一⑩ ＠有∞縁⑩ ＠ ［諸園］ ⑩ ＠什公ニ羅｛十⑩」
(STN.l no.116 p.695, 1.10-13) 
(21) fj『曾谷人道l投許御書』「【系年】文永十二年三月卜日 （54) 曾谷太田爾氏宛
【員Jm](£46紙2谷完中山殺 ＠草案断片4紙桑名額本寺外3所散在 G同9
紙身延曾存 （乾 ・2主・亨銭等）【刊】内25，遺 17， 縮 1096【註］健 1920啓
31日拾 6，扶 l2,＠曾谷・・御書ニ太田締門許御書⑪［T.84no.2694］」（STN.l
p.895脚註）［一］括弧内は自らが付したもの。「＠肇＝硲⑮ ＠梨＝利⑮ ＠ 







(22) 6)「要文書主紙」「迂回路1 54bJ （『真蹟対照』下、p.315）、影印は （『真蹟集成』
6、p.351(11表） 参照。








佐渡妙宣寺蔵 【刊】内20，遺 2512縮 1753【註】健 18，.啓 281凹拾 51扶 10,sJ
(STN.2 p.1538胸l註）、「＠第4紙 （丁付三 己下之ニ順ズ）14行⑧」（STN.2















巻で五卜七個所存する く後略〉」（山中喜八 ［1980]p.644) 




片2紙京都本因寺外三所散在 【寓】朝附本 【刊】内151遺 17担縮 1148【註】
啓 2610紗 1550註 16拾 h 扶 9.13」（STN.1no.175 p.934脚註）
(27）『光日上人御返事』「【系年】弘安四年八月八日（60）【真蹟】11紙完身延曾存









(30) fj『曾谷人道殿許御書』には 「そして薬王品には 「後五百歳中広宣流布於附浮
提」云云とあるから、末法流布の国は日本国である。その証拠は 『漁伽論』、










無有一人不願成。~。 日食伽論云。 東方有国。 l惟有大機。 宣非我図。」（T.74
no.2381 p. 757c, l.23-25）とある。

























































p.321a) [ ・ ・］括弧内は自らが付したもの。
(41) （『日蓮宗事典』p.252a）〔…〕括弧内は自らが付したもの。







菩薩摩詞薩圃D 而作是言。 我於者！~量百千蔦億阿僧祇劫。 修習是難得阿樗蚕経三
毅三菩提法。今以付1鹿汝等。汝等！醸常一心流布此法。廃令増益。」（T.9no.262 
p.52c, U.4-8）とある。（坂本幸男、岩本裕 ［1967]p.166) 
(45）インド一般の通俗概念として左手は不浄とされることから （仏教でもそうであっ
たかは定かでないが）、おそらく経文自体に本文例が見出されることは稀であ
ると考える。ちなみに、法師品 （T.9no.262 p.31b, Ll.25 26〕と、普賢菩薩勤
務品 （T.9no.262 p.61c, 1.4）とには、これと類似する表現 「如来手摩其頭」が
見られる。
































(49）『名僧傍目録』（SZ.77no.1523 p.346b, 1.20) 
(50) (SZ.77 no.1523 p.359c, 1.5-15) （…）括弧内は『名僧侍目録』より自らが補っ
たもの。また、 θ～⑥の番号は自らが付したもの。
(51）『名僧侍 （抄）』「鳩摩羅什伝」の出典解明 一『出三蔵記集』を中心と して
θ 「後｛定例陀耶合~十諭律。 又従須利耶蘇l掌諮東大乗。 乃歎日。 吾音感小乗。
寄人不識金以鍬石お妙失。於是廃求義要。請中百二論。」（T.55no.2145 p.lOOc, 
116-9）。 01gi;: ..日」は見出し得ない。『資H目録』が初出か、また 「汝 －事」
に関しては、 三友健容博 tより思わしきものとして二箇所 〔③ 「見其年尚少。
乃凡人戯之。強妻以範.ti王女。什＠拒而不受。綜甚苦到。光目。道士之操不自主
先父。何所苦辞。乃飲以淳酒同開密室。什被逼既至。遂）紡其節。」 【T.55p.101 
脚註＠】 「拒＝距＠」（p.lOla,1.1 4）、⑥ 「銚主等調什日。大師聴明超悟天下












5 6）。③「若所傍無謬。 ｛吏焚身之後舌不燃側。 以菅義照中卒子長安。 IW~造園
依外図法以火焚屍。すr滅形化l唯舌不繁。」（p.102a,1.7 10）。＠ 「義知識
[CE.385-433］侍」〔『名僧傍目録』では 「係秦＠西河曇無機三J【SZ.77p.346脚
註＠】 「西f<iI疑河凶」（SZ.77 no.1523 p.346b, 1.21）〕に 「浬紫後分輿宋地無縁




者婆（3 ）、究摩緩j法問J( 5）、先摩緩什法附（2）、鳩摩者婆 （2 ）、鳩摩経法











※その他、 『一代聖教大意』には 「太賢古渡云」（STN.1no.10 p.64, 1.1）とし
て、太賢の 『焚網経古込1記』巻下本からの引用 （T.40no.1815 p.716b, 1.17-19) 
が見られる。これは上記の 『注法務経』における 『党網経古遮記』からの直接
引用 （T.40no.1815 p.70la, l.4 5）と異なるもので、日蓮の海東諸問i草疏の直
接引用の事例として指摘することができる。また、 『；略法一如室長、』には 「元暁
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